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本調査の目的と調査方法

本調査の目的は以下の2点である

　

2006年3月20日～24日調査期間

7008人

女性：49.7%　男性：50.3%

20歳代：25.6%　30歳代：23.8%　40歳代：23.6%　
50歳代：27.0%

回答数

インターネット調査調査方法

㈱マイボイス　登録会員調査対象

調査の概要は以下の表を参照

①①①①食品食品食品食品のののの生産履歴等生産履歴等生産履歴等生産履歴等のののの情報開示情報開示情報開示情報開示にににに関関関関わるわるわるわる消費者消費者消費者消費者ののののニーズニーズニーズニーズやややや行動行動行動行動のののの
実態実態実態実態をををを把握把握把握把握することすることすることすること　【　【　【　【スライドスライドスライドスライド2-12】】】】

②②②②消費者消費者消費者消費者のののの属性属性属性属性・・・・経験等経験等経験等経験等とととと、、、、情報開示情報開示情報開示情報開示にににに関関関関わるわるわるわるニーズニーズニーズニーズやややや行動行動行動行動のののの関係関係関係関係
をををを分析分析分析分析することすることすることすること　【　【　【　【スライドスライドスライドスライド13-17】】】】
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消費者は、ロット単位で異なる履歴情報も知りたいと答える

Q5. あなたは購入しようとする生鮮食品について、以下の情報について知りたいと思いますか。

　母集団：買物習慣のある人のみ

生鮮食品を購入する際に知りたい情報

報告書：3-1 (1) 参照

N=5667

72.8%

65.9%

73.7%

60.4%

61.7%

53.3%

51.9%

32.9%

38.2%

17.3%

22.9%

29.3%

21.1%

31.7%

30.4%

38.0%

37.2%

52.9%

47.2%

51.0%

3.4%

4.3%

4.7%

5.3%

14.6%

31.8%

80.3% 16.3%

14.2%

10.9%

8.8%

7.9%

7.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

収穫した日付

生産方法の名称

利用した薬剤

生産方法の基準を満たしていることを示すマーク

表示される情報の正しさの第三者による保証

国や都道府県名より詳しい産地名

栄養など健康上の効果に関わる情報

おいしさに直接関わる情報

利用した肥料や餌

出荷した事業者の名前

生産者の個人名

表示により常に知りたい 問い合わせたときわかればよい 特に知りたくない

ロットロットロットロットとはとはとはとは、、、、ほぼほぼほぼほぼ同一同一同一同一のののの条件下条件下条件下条件下にににに
おいておいておいておいて生産生産生産生産されたされたされたされた原料原料原料原料・・・・半製品半製品半製品半製品・・・・
製品製品製品製品のまとまりのことのまとまりのことのまとまりのことのまとまりのこと。。。。

「「「「食品食品食品食品トレーサビリティシステムトレーサビリティシステムトレーサビリティシステムトレーサビリティシステム導入導入導入導入のののの手手手手
引引引引きききき」」」」H19.3H19.3H19.3H19.3
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年齢階層が上がるにつれて、「収穫した日付」を表示により
知りたいと回答した人が多くなる

Q5. あなたは購入しようとする生鮮食品について、以下の情報について知りたいと思いますか。

　　　　⑥⑥⑥⑥「「「「収穫収穫収穫収穫したしたしたした日付日付日付日付」」」」

【性別・年齢階層別】　母集団：買物習慣のある人

性別・年齢階層別 「収穫した日付」を知りたい人の割合

80.3%

74.6%

84.5%

75.0%

80.8%

82.0%

82.9%

16.3%

20.8%

13.0%

20.3%

16.4%

14.9%

14.0%

3.4%

4.6%

2.5%

4.7%

2.8%

3.1%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (N=5667)

男性 (N=2389)

女性 (N=3278)

20代 (N=1317)

30代 (N=1357)

40代 (N=1375)

50代 (N=1618)

表示により常に知りたい 問い合わせたときわかればよい 特に知りたくない

報告書：3-1 (1) 参照
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情報を調べる方法として、「店員に尋ねる」、「PCで検索」、

「専用端末で検索」が好まれる

Q6. [Q5]で「問い合わせたとき分かればよい」とした情報についてお尋ねします。問い合わせる方法としてどのような方法を望み
ますか。

　　母集団：買物習慣のある人

情報を調べる方法の選好

N=4959

47.3%

45.5%

23.4%

11.6%

49.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

店頭で店員に尋ねる

自分のPCで検索する

店頭に設置した
専用端末で検索する

商品に表記された
電話番号に電話して尋ねる

自分の携帯で検索する

選択
報告書：3-2 参照
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買物をする人のうち、12.3%の人が国産牛肉の生産履歴を

調べた経験がある

Q7.あなたは、商品に表示された個体識別番号により、牛の生産履歴を調べたことがありますか。

　【性別・年齢階層別】　母集団：買物習慣のある人

性別・年齢階層別 国産牛肉の生産履歴情報を調べた経験

1.2%

6.6%

8.2%

5.4%

6.7%

7.4%

6.8%

5.8%

4.9%

6.1%

4.1%

5.5%

5.1%

4.9%

4.3%

0.5%

1.1%

0.4%

0.8%

0.7%

0.8%

89.2%

87.6%

87.1%

86.6%

90.0%

84.5%

87.7%

0% 5% 10% 15% 20%

全体 (N=5667)

男性 (N=2389)

女性 (N=3278)

20代 (N=1317)

30代 (N=1357)

40代 (N=1375)

50代 (N=1618)

常に調べている 何回かある 一度だけある ない

12.3%

15.5%

10.0%

13.4%

12.9%

12.4%

10.8%

※　　　　内の数字は、一度でも調べたことがある人の割合

※グラフの最大値が20％であることに注意されたい 報告書：3-3 (1) 参照
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半数以上の人がPCを用いて履歴情報を調べている

Q7-2. それはどのような方法でしたか。（複数選択）

　母集団：買物習慣のある人×Q7で調べたことがある人

国産牛肉の生産履歴情報を調べた方法
 

N=697

29.7%

16.4%

14.5%

53.2%

6.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅のPC

店頭表示

店頭の情報端末

店頭で店員さんに

携帯電話

選択

報告書：3-3 (3) 参照
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年齢階層が上がるにつれて「産地・銘柄」などの信憑性を気
にする傾向がある

Q7-3.調べた動機は何ですか。

　【性別・年齢階層別】　母集団：買物習慣のある人×Q7で調べたことがある人

性別・年齢階層別　国産牛肉の生産履歴情報を調べた動機

25.4%

21.7%

22.4%

20.8%

16.5%

19.4%

21.6%

29.1%

14.9%

14.3%

15.6%

14.2%

12.6%

17.0%

16.0%

26.3%

19.4%

25.1%

28.6%

31.8%

27.2%

36.4%

37.0%

35.8%

36.9%

38.9%

35.1%

34.9% 0.6%

1.2%

0.6%

0.6%

0.6%

0.8%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (N=697)

男性 (N=370)

女性 (N=327)

20代 (N=176)

30代 (N=175)

40代 (N=171)

50代 (N=175)

安全性を確かめたかったから 産地・銘柄など表示の信憑性を確かめたかったから

牛肉の生産履歴について理解を深めたかったから 一度試してみたかったから

その他

報告書：3-3 (4) 参照
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12.3%の人が国産牛肉の生産履歴を調べたのに対して、そ
れ以外の食品に関しては、6.2%と約半数

Q8.国産牛肉以外の生鮮食品について、インターネットや店頭端末等から問い合わせて生産履歴を調べた経験はありますか。

【性別・年齢階層別】　母集団：買物習慣のある人

性別・年齢階層別　国産牛肉以外の生産履歴情報を調べた経験

報告書：3-4 (1) 参照

7.8%

6.2%

5.1%

6.1%

6.1%

7.7%

5.0%

94.9%

93.9%

93.9%

92.3%

95.0%

92.2%

93.8%

0% 5% 10% 15% 20%

全体 (N=5667)

男性 (N=2389)

女性 (N=3278)

20代 (N=1317)

30代 (N=1357)

40代 (N=1375)

50代 (N=1618)

経験あり 経験なし

※グラフの最大値が20％であることに注意されたい
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畜産物や水産物の生産履歴は調べられていないが、その情
報開示に対するニーズは青果より高い

Q8sq.　調べたことのある、その品目は何ですか。（複数回答可）

Q9sq.　調べられたらよいと思う、その品目は何ですか。（複数回答可）

　母集団：買物習慣のある人

「調べた経験のある品目」と「調べられたらよいと思う品目」の比較

報告書：3-4 (4) 参照

0.0%0.0%0.0%0.0%

2.5%2.5%2.5%2.5%

5.0%5.0%5.0%5.0%
野菜

果物

きのこ

輸入牛肉

豚肉鶏肉

鶏卵

魚介類
（養殖魚を除く）

養殖魚

調べたことのある品目

0%0%0%0%

25%25%25%25%

50%50%50%50%
野菜

果物

きのこ

輸入牛肉

豚肉鶏肉

鶏卵

魚介類
（養殖魚を除く）

養殖魚

調べることができればよい品目

※　軸の単位に注意
　　 Q8は最大値５５５５％％％％なのに対して、Q9は最大値５０５０５０５０％％％％である
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問題発生の場合、75.8%75.8%75.8%75.8%の人が対象を絞り込んだ回収に理解
を示す。また、女性・年齢階層の上の方が、その傾向が強い。

Q11.ある生産者団体（農協等）において、すでに出荷した農作物のうち、一部の生産者の農薬使用回数が、法律の基準をやや
超えていたことが分かったと仮定します。ただし同時に、その他の生産者にはそのような問題がないことが判明したとしま
す。この場合、生産者団体はどう対処すべきだと思いますか。

　　【性別・年齢階層別】　母集団：買物習慣のある人

法律基準を超える農薬使用があった際の対応

28.3%

75.8%

71.7%

78.7%

67.2%

74.7%

78.2%

81.6%

24.2%

18.4%

21.8%

25.3%

32.8%

21.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (N=5667)

男性 (N=2389)

女性 (N=3278)

20代 (N=1317)

30代 (N=1357)

40代 (N=1375)

50代 (N=1618)

生産者団体の出荷物すべてを回収する

その生産者の出荷物だけを回収する 報告書：3-6 (1) 参照
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表示ミスの場合、女性の方が、また年齢階層の上の方が回
収措置よりも表示是正による販売に理解を示す傾向がある

Q12. ある精肉のパッケージセンター（小分け・包装業者）において、ある日ラベル印刷機の調子が悪かったために、すでに出荷
した商品の一部に、産地表示が印刷されていないものが含まれていることが判明したと仮定します。この場合、パッケージ
センターはどう対処すべきだと思いますか。

　　【性別・年齢階層別】　母集団：買物習慣のある人

産地表示印刷の欠落があった際の対応

25.5%

28.0%

31.6%

25.5%

25.7%

26.2%

29.2%

30.5%

50.2%

42.9%

55.6%

49.0%

50.5%

50.0%

51.2%

21.7%

18.3%

20.7%

23.3%

25.4%

19.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (N=5666)

男性 (N=2389)

女性 (N=3277)

20代 (N=1317)

30代 (N=1356)

40代 (N=1375)

50代 (N=1618)

その日出荷した商品すべてを回収する

産地表示が欠落した商品のみを回収する

小売店に産地表示ラベルを提供し、貼り付けしてもらう。回収はしない 報告書：3-6 (2) 参照
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買物・料理頻度が高い人ほど、生産履歴を調べる傾向があ
る。

Q7.　あなたは、商品に表示された個体識別番号により、牛の生産履歴を調べたことがありますか。

　　【買物・料理習慣別】

買物・料理習慣別　国産牛肉の生産履歴情報を調べた経験

報告書：4-2 (1) 参照※グラフの最大値が20％であることに注意されたい

0.6%

0.9%

0.6%

0.1%

0.4%

0.8%

1.1%

0.2%

0.3%

5.8%

7.2%

5.8%

2.3%

6.4%

7.2%

5.2%

2.5%

4.5%

5.1%

4.7%

3.0%

4.8%

5.6%

4.0%

2.6%

1.9% 0.4%

94.5%

90.6%

86.1%

88.0%

97.3%

94.6%

88.9%

86.8%

89.1%

0% 5% 10% 15% 20%

全体

（N=7008）

買物をよくする

（N=3217）

買物を時々する

(N=2450)

買物をほとんどしない

(N=1077)

買物を全くしない

(N=264)

料理をほぼ毎日する

(N=3140)

料理を時々する

(N=1256)

料理をたまにする

(N=1742)

料理を全くしない

(N=870)

常に調べている 何回かある 一度だけある ない

※「料理をほぼ毎日する人」が低い
のは、その8割が女性であるから
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農作業経験、食品関係の就業経験ある人はともに、生産履
歴を調べる傾向がある

Q7.　あなたは、商品に表示された個体識別番号により、牛の生産履歴を調べたことがありますか。

　　【農作業等の経験別】＋【食品関係の就業経験別】

国産牛肉の生産履歴情報を調べた経験

※グラフの最大値が20％で　

あることに注意されたい

2.3%

5.8%

10.9%

9.0%

4.5%

4.5%

6.4%

3.7%0.4%

0.6%

0.9%

4.1% 91.8%

89.1%

82.3%

83.6%

0% 5% 10% 15% 20%

全体
(N=7008)

継続的に経験
(N=470)

１～数回経験
(N=1728)

経験なし
(N=4810)

常に調べている 何回かある 一度だけある ない

10.8%

18.2%

10.6%

19.6%

8.5%

4.5%

6.8%

4.2%

6.6%

5.3%

7.8%

8.7%

1.8%

0.6%

0.5%

2.0%

2.0%

5.8%

0.5% 5.1%

5.8% 89.1%

80.6%

90.2%

69.3%

82.1%

70.6%

82.3%

0% 10% 20% 30% 40%

全体
 (N=7008)

食品関係の就業経験あり
 (N=794)

食品関係の就業経験なし
 (N=6214)

農業・漁業
 (N=137)

食品製造業
 (N=246)

食品卸売業
 (N=102)

食品小売業
 (N=413)

常に調べている 何回かある 一度だけある ない

【農作業等の経験別】 【食品関係の就業経験別】

報告書：4-2 (1) 参照
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生産履歴を調べたことがない人の中では、買物や料理の頻
度が高いほど、情報開示されている状態から安心感を得て
いる人が多い

Q7-1.牛の生産履歴を調べたことがない理由は何ですか。

　【買物・料理習慣別】　母集団：牛の生産履歴を調べたことがない人のみ

買物・料理習慣別　国産牛肉の生産履歴情報を調べなかった理由

報告書：4-2 (2) 参照

14.2%

9.9%

15.4%

19.2%

30.0%

10.0%

15.2%

16.5%

22.5%

42.6%

40.0%

43.3%

48.5%

41.2%

39.6%

43.2%

47.0%

43.6%

21.6%

25.7%

21.4%

13.3%

11.3%

25.6%

20.7%

17.9%

16.3%

16.3%

17.3%

15.5%

15.4%

16.7%

17.8%

16.5%

14.2%

15.5%

5.3%

7.0%

4.5%

3.5%

0.8%

7.0%

4.5%

4.4%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
（N=6243）

買物をよくする
（N=2790）

買物を時々する
(N=2177)

買物をほとんどしない
(N=1019)

買物を全くしない
(N=257)

料理をほぼ毎日する
(N=2761)

料理を時々する
(N=1082)

料理をたまにする
(N=1578)

料理を全くしない
(N=822)

興味がないから そのような仕組みがあることを知らなかったから

このような仕組みさえあれば安心だから 国産牛肉はあまり買わないから

その他
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買物・料理をする頻度が高いほど、生鮮食品の生産履歴を
調べる傾向がある

Q8. 国産牛肉以外の生鮮食品について、インターネットや店頭端末などから問い合わせて生産履歴を調べた経験がありますか。

　　【買物・料理習慣別】

買物・料理習慣別　国産牛肉以外の生鮮食品の履歴情報を調べた経験

報告書：4-2 (4) 参照

5.3%

7.5%

4.4%

1.6%

0.4%

6.5%

6.6%

4.0%

1.3% 98.7%

96.0%

93.4%

93.5%

98.4%

95.6%

92.5%

94.7%

99.6%

0% 5% 10% 15% 20%

全体
（N=7008）

買物をよくする

（N=3217）

買物を時々する

(N=2450)

買物をほとんどしない

(N=1077)

買物を全くしない

(N=264)

料理をほぼ毎日する

(N=3140)

料理を時々する
(N=1256)

料理をたまにする

(N=1742)

料理を全くしない

(N=870)

調べたことがある 調べたことはない

※グラフの最大値が20％であることに注意されたい
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農作業の経験・食品関係の就業経験ある人はともに、生産
履歴を調べる傾向がある

Q8. 国産牛肉以外の生鮮食品について、インターネットや店頭端末などから問い合わせて生産履歴を調べた経験がありますか。

　　 【農作業等の経験別】＋【食品関係の就業経験別】

国産牛肉以外の生鮮食品の履歴情報を調べた経験

報告書：4-2 (4) 参照

10.9%

3.5%

5.3%

8.6% 91.4%

89.1%

94.7%

96.5%

0% 5% 10% 15% 20%

全体
(N=7008)

継続的に経験
(N=470)

１～数回経験
(N=1728)

経験なし
(N=4810)

調べたことがある 調べたことがない

4.4%

19.7%

14.6%

17.6%

9.0%

5.3%

12.1%

91.0%

82.4%

85.4%

80.3%

87.9%

94.7%

95.6%

0% 10% 20% 30%

全体
 (N=7008)

食品関係の就業経験あり
 (N=794)

食品関係の就業経験なし
 (N=6214)

農業・漁業
 (N=137)

食品製造業
 (N=246)

食品卸売業
 (N=102)

食品小売業
 (N=413)

調べたことがある 調べたことはない

【農作業等の経験別】 【食品関係の就業経験別】

※グラフの最大値が20％で　

あることに注意されたい
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� 生産履歴を「知りたい」と答える人は非常に多い

� しかし、実際に調べる人は少数

� 情報提供方法は、商品への表示、店頭での問い合わせ、 PCでの検索を望む。しかし

電話で問い合わせほどの手間はかけたくない

� 買物・料理の習慣を持っている人ほど、また農作業経験・食品関係の就業経験がある
人ほど、生産履歴に関心を持ち、実際に調べる傾向がある

消費者は、知りたいときに知知知知ることができるることができるることができるることができる状態状態状態状態になっていることになっていることになっていることになっていることを求め
ている

気軽な方法で知知知知ることができるることができるることができるることができる状態状態状態状態になっているになっているになっているになっているのが望ましい

1

2

国民の「食の体験」を高めることが鍵
食育と生産履歴開示との好循環を形成できるとよい（次のスライドの図）

3

まとめ①
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まとめ②　生産履歴開示により消費者の満足を高める循環

「「「「食食食食のののの体験体験体験体験」」」」アップアップアップアップ

「「「「生産履歴生産履歴生産履歴生産履歴へのへのへのへの関心関心関心関心」」」」
アップアップアップアップ

生産履歴開示生産履歴開示生産履歴開示生産履歴開示へのへのへのへの
評価評価評価評価をををを元元元元にににに商品選択商品選択商品選択商品選択

生産履歴開示生産履歴開示生産履歴開示生産履歴開示のののの
意義意義意義意義アップアップアップアップ

生産履歴生産履歴生産履歴生産履歴をををを開示開示開示開示するするするする
食品食品食品食品のののの増加増加増加増加

生産履歴生産履歴生産履歴生産履歴をををを調調調調べたりべたりべたりべたり、、、、
生産活動生産活動生産活動生産活動にににに参加参加参加参加するするするする等等等等のののの

食育食育食育食育プログラムプログラムプログラムプログラムのののの開発開発開発開発・・・・実施実施実施実施
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